
令和 5年度介護職員初任者研修養成事業 ≪社協ホームページ情報掲載内容≫ 

 

※掲載内容は令和 5年 4月時点での情報になります。開催都合の関係上、日程・場所・講師等の変

更により、掲載内容と異なる場合があります。ご了承ください。 

 

 法人情報 法人名称 社会福祉法人 鶴岡市社会福祉協議会 

代表者名 会長  山 木 知 也 

法人理念 「おだがいさまのまちづくり」 

 １．みんなで支え合い、人にやさしいまちをつくります 

 ２．誰もが自分らしく暮らすための福祉サービスに努めます。 

 ３．人を大切にし、やりがいのもてる職場を目指します。 

研修機関

情報 

事業所名称 社会福祉法人 鶴岡市社会福祉協議会 

介護職員初任者研修 養成事業 

住所 山形県鶴岡市山王町 13-36 

学則 ★① 

研修施設 ・鶴岡市社会福祉協議会事務局 

・地域福祉センターなえづ 

・鶴岡市中央公民館 

研修事業

情報 

研修の概

要 

対象 

 

・鶴岡市在住又は勤務しており、介護の仕事に興味のある健康

で全日程受講可能な方。 

研修日程 ★② 

※都合により、日程等が変更になる場合があります。ご了承く

ださい。 

定員 ・１５名 

指導者数 ・５０名（予定） 

研修受講ま

での流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴岡市社会福祉協議会 事業推進課へ電話でお申し込みくださ

い。申し込みの受け付けは先着順とさせていただきます。 

その後、受講説明会に出席していただき、正式な受講申込書を

ご記入いただきます。 

申込書 

 ＊仮申込み期間・受付時間 

令和５年６月 1日（木）～６月１３日（火） 

   ９：００～１７：００(土日を除く) 

 ＊受講説明会 ※受講申し込をされた方のみの出席です。 

   令和５年６月１３日（火）１８：００～ 

費用 ★③ 

受講ご希望

の皆様へ 

夜間の講義と夏休み中の実習で、高校生も受講可能なカリキュ

ラムです。高校生やお仕事をお持ちの方などこれまでも多くの

方が資格を取得しています。介護の基本的な知識・技術を学び

『介護職員初任者研修修了』の資格取得を目指します！ 



課程責任

者 

課程編成責

任者名 

社会福祉法人 鶴岡市社会福祉協議会 

事業推進課 佐藤 好和 

課程編成責

任 者 の 現

職・資格 

≪現職≫ 

 事務局参事兼事業推進課長 

           

≪資格≫ 

 ・社会福祉主事任用資格  

研修カリ

キュラ 

ム 

科目別 

シラバス 

★④ 

科目別担当

講師名 

★⑤ 

修了評価の

方法 

１．演習及び実習の実施状況や理解度を該当する各項目の演習

担当講師より判定し、技術評価区分を定める。 

２．全課程の受講完了後に筆記試験（１時間）を実施し、知識

評価区分を定める。 

３．技術および知識評価区分を総評して、当事業が定める評価

基準を満たした者について合格とし、研修修了を認める。 

※詳細は学則の「６．研修修了の認定方法」を参照。 

【注意事項】 

判定の結果、修了と認められなかった者への受講料その他研修

にかかった全費用については一切返金・弁償等を行いません。

予めご了承ください。 

 実習施設 協力実習機

関の名称・所

在地・概要等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

実習機関名 ＵＲＬ 実習担当者名 

デイサービスセンターたかだて ★⑥ 佐々木ゆかり 

デイサービスセンターなえづ ★⑥ 五十嵐美紀 

デイサービスセンターとようら ★⑥ 土岐正史 

デイサービスセンターふれあい ★⑥ 成澤留美 

鶴岡市高齢者福祉センター 

  おおやま（在宅部門） 

★⑥ 佐藤照美 

 

デイサービスセンターくしびき ★⑥ 大沼美穂 

訪問介護事業所 なえづｻﾃﾗｲﾄ ★⑥ 太田庸子 

訪問介護事業所 とようらｻﾃﾗｲﾄ ★⑥ 佐藤美和 

訪問介護事業所 ふれあいｻﾃﾗｲﾄ ★⑥ 金内夏子 

訪問介護事業所 おおやまｻﾃﾗｲﾄ ★⑥ 加藤美穂 

訪問介護事業所 くしびきｻﾃﾗｲﾄ ★⑥ 井上智佳 

鶴岡市高齢者福祉センター 

おおやま(特養・短期入所部門) 

★⑥ 渡部 最 

グループホームはちもり ★⑥ 上野眞由美 

   

  実習内容・指

導体制等 

＊施設見学 

 研修の序盤で、デイサービスの施設見学を行います。そこで

デイサービス事業の雰囲気や施設で働く現場の理解を深め、

今後の研修に向けて意欲やイメージを高めていただきます。



実習先では、実習担当者をはじめ、現場の職員による施設お

よびデイサービスの概要等について見学を交えながら指導し

ます。 

 

＊特別養護老人ホーム･グループホームの施設実習（体験・見学） 

＊デイサービスの施設実習（体験・見学） 

＊訪問介護の同行訪問（見学） 

 一連にわたって講義・演習等を終えた後、上記３つの実習を

行います。それぞれの介護サービスにおける現場の理解はも

ちろん、これまで習得したことを実際に利用者と関わりなが

ら支援技術等を体験・見学していただきます。実習先では、

実習担当者をはじめ、現場職員が各支援技術やその他業務に

おける留意点等について指導します。 

実習施設毎

の受入延べ

人数 

各デイサービス：1日当たり 4名(延べ人数 48名) 

各訪問介護事業所：1日当たり 2名(延べ人数 25名) 

特別養護老人ホーム：1日当たり 2名(延べ人数 20名) 

グループホーム：1日当たり 2名(延べ人数 5名) 

講師情報 講師氏名・略歴・現職・

資格 

★⑦ 

実績情報 過去の研修実施回数     14回 

過去の研修延べ参加人数    178人 

連絡先等 研修に関するお問合せ 社会福祉法人 鶴岡市社会福祉協議会 

電話 0235-26-7815     FAX 0235-26-7837 

養成研修担当課  事業推進課 

研修に関する苦情受付先 社会福祉法人 鶴岡市社会福祉協議会 

電話 0235-26-7815 

苦情対応責任者  事務局長  佐藤 豊継 

 

     



1 

 

令和５年度介護職員初任者研修開催学則 

 

１ 目  的 

  高齢化が進み、一人暮らしの高齢者や虚弱な高齢者世帯、寝たきりや認知症

等の要介護者が増加してきている。こうした人々を社会全体で支えるシステム

として、公的介護保険制度が施行された。 

  このような福祉制度の充実により、本市における介護保険事業の人材育成と

雇用促進を図るとともに、これからの福祉ニーズに対応できるような家族介護、

福祉教育に役立てることを目的とする。 

 

２ 研修事業の名称 

  社会福祉法人 鶴岡市社会福祉協議会 介護職員初任者研修 養成事業 

 

３ 課程編成責任者の氏名 

   佐藤 好和 

 

４ 実施場所 

     

  ・鶴岡市社会福祉協議会  

    鶴岡市山王町１３番３６号 

    電話 ０２３５－２６－７８１５ 

 

  ・鶴岡市中央公民館  

鶴岡市みどり町２２番３６号 

    電話 ０２３５－２５－１０５０ 

 

・地域福祉センターなえづ 

    鶴岡市ほなみ町３番１号 

    電話 ０２３５－２５－９２５５ 

 

５ 開催期間 

 令和５年６月１５日から 令和５年１０月３１日 

 

６ 開催カリキュラムおよび開講時間 

  別紙のとおり 

 

７ 研修修了の認定方法 

  介護職員初任者研修課程の全受講完了し、修了評価の結果が下記の所定水準

(筆記･技術評価いずれもＡ～Ｃの区分の場合。詳細については下記の①～③
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のとおり)を満たしているものについては、当協議会会長が修了を認定し、介

護保険法施行規則第２２条の２５に規定する修了証明書を交付する。 

① 筆記試験は 100点満点とし、Ａ(90点以上)、Ｂ(89～80点)、Ｃ(79～70点)、 

Ｄ(69点以下)の４区分により評価する。 

評価区分でＤと判断された者については、再試験(２回まで)を実施する。 

その際、再試験料として 1,000円を徴収する。 

② 技術評価は 170点満点とし「こころとからだのしくみと生活支援技術」にお

ける演習と実習で行う。生活支援技術に係る演習受講内容及び実習先からの

実習報告書に基づき、当該項目の担当講師が評価する。各項目の評価を総合

し、Ａ(145点以上)、Ｂ(144～110点)、Ｃ(109～85点)、Ｄ(84点以下) の

４区分により評価する。 

③ 上記①②の評価区分を総合し、評価基準を満たした者を合格とする。 

評価方法の概要（修了評価表）については別紙参照のこと。 

 ※修了評価基準に満たなかった場合、修了と認定しない。また、納めた費用に

ついての返金は一切行わない。 

 

８ 受講資格 

・鶴岡市内在住又は勤務(通学)しており、介護の仕事に興味があり全日程の受

講が可能な方。 

 

９ 受講手続き（募集要領等） 

  設定した期間内に下記へ電話で申し込みを行い、受講説明会出席時に本人確

認後、正式申込書を提出し受講受付とする。 

        鶴岡市山王町１３－３６  

鶴岡市社会福祉協議会 事業推進課      

電話０２３５－２６－７８１５ 

        尚、申し込み（受講説明会参加への受付）は先着順とする。 

   

１０ 受講料、実習費等 

    受講料 

      一   般    ３０，０００円（テキスト代を含む・税込） 

      高校生・社協職員  ７，１２４円（テキスト代のみ・税込） 

※テキスト購入時の送料は開催者負担とする。福祉施設の実習で、

指定する項目の健康診断書が必要な場合、その経費及び個人にか

かる経費は別途負担とする。 

補講料   １講義に付き  １，０００円（税込） 

      実習半日に付き １，０００円（税込） 

    再試験料(１回に付き)    １，０００円（税込） 

  

１１ 募集人員 

   ２０名  
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１２ 使用するテキストの名称 

   一般財団法人 長寿社会開発センター 

「介護職員初任者研修テキスト」二訂を使用する。 

１３ 補講の方法 

   研修の一部でやむを得ない事情があるものについては、修業年限内で当法

人の開催する研修にて補講する。なお、補講に係る受講料として、一講義

につき１,０００円を徴収する。他に実習についての補講を必要と認めた時

の料金を半日につき１,０００円を徴収する。 

 

１４ 修了者の管理 

   修了者は修了者台帳に記載し、知事に報告する。また、修了証明書を紛失

した場合には申し出により当協議会が再発行を行う。その場合の費用はか

からない。 







《付表》受講費用等一覧

その他の費用

修了評価による筆記試験の結果がＤ判定（不
合格）だった場合、再試験を行います。
その際、再試験料として１，０００円がかか
ります。ただし、再試験は１度限りとなりま
す。

修了証明書を紛失した場合の再発行の手数料
はかかりません。

災害保険料 なし

実習を行うために必要となる健康診断に要する
費用や損害賠償保険料等

当協議会が指定する診断書で健康診断を
受けていただきます。医療機関の指定はあり
ません。各自、実費負担になります。

補講に要する費用

１講義につき１，０００円
実習の場合は、半日につき１，０００円
※受講申し込みに関しては、全課程出席でき
る方のみ対象となります。

項　　　　　目 費　用　の　額

受　講　料                        一　般

　　　　　　　　　　　　　　　　　高校生

　　　３０，０００円

        ７，１２４円

　　内テキスト代 　　　　　　　　　 ７，１２４円



社会福祉法人

鶴岡市社会福祉協議会

科目及び
研修時間数

特　　徴

目　　標

項　　目
研修

時間数
研修形態

多様なサービス
の理解 2 講義

介護職の仕事内
容や働く現場の

理解
4

講義
・

実習
（施設見

学）

合　　計 6

使用テキスト

使用機器・備品等

備考 施設見学を行うにあたり、事前オリエンテーション（上記時間外）を行います。

内　　　　　　　容

介護職員初任者研修シラバス

研修事業者名　

１　職務の理解　　　【６時間】

研修に先立ち、これからの介護が目指すべき、その人の生活を支える「在宅における
ケア」等の実践について、介護職がどのような環境で・どのような形で・どのような仕事
を行うのか、具体的イメージを持って実感し、以降の研修に実践的に取り組めるように
なる。

○研修過程全体の校正と各研修科目相互の関連性の全体像をあらかじめイメージできるように
なる
○施設見学を通じて、介護職が働く現場や仕事内容を理解する

一般財団法人　長寿社会開発センター　発行　介護職員初任者研修　第１巻

ＤＶＤを用いて講義を行う場合があります。

①介護保険制度における多様なサービス

②介護保険外サービス

①介護の社会化と尊厳の保持

②キャリアパスと介護職員初任者研修

③ＯＪＴ・Ｏｆｆ-ＪＴを通じた学習の継続

④施設見学を通じて、サービス提供現場の具体的イメージをつか
む



社会福祉法人

鶴岡市社会福祉協議会

科目及び
研修時間数

特　　徴

目　　標

項　　目
研修

時間数
研修形態

人権と尊厳を
支える介護 6 講義

自立に向けた
介護 3 講義

合　　計 9

使用テキスト

使用機器・備品等

備考

介護職員初任者研修シラバス

研修事業者名　

２　介護における尊厳の保持・自立支援　　　【９時間】

介護職が利用者の尊厳のある暮らしを支える専門職であることを自覚し、自立支援、
介護予防という介護・福祉サービスを提供するにあたっての基本的視点及びやっては
いけない行動例を学ぶ。

○具体的な事例を通して、利用者およびその家族の要望にそのまま応えることと、自立支援・介
護予防という考え方に基づいたケアを行うこととの違いを理解する。また、利用者の残存機能を
効果的に活用しながら自立支援や重度化の防止・遅延化に資するケアを理解する。
○利用者の尊厳を著しく傷つける言動とその理由について考え、理解する。
○虐待を受けている高齢者への対応方法を知り、高齢者虐待について理解する。

内　　　　　　　容

①人間の尊厳の保持

②ＩＣＦ(国際生活機能分類)
　
③生活の質(ＱＯＬ)

④ノーマライゼーション

⑤虐待防止・身体拘束禁止

⑥個人の権利を守る制度の概要

①自立に向けた介護
　
②介護予防

一般財団法人　長寿社会開発センター　発行　介護職員初任者研修　第１巻

ＤＶＤを用いて説明をする場合があります。



社会福祉法人

鶴岡市社会福祉協議会

科目及び
研修時間数

特　　徴

目　　標

項　　目
研修

時間数
研修形態

介護職の役割、
専門性と多職種

との連携
講義

介護職の
職業倫理

講義

介護における
安全の確保と

リスクマネジメント
講義

介護職の安全 講義

合　　計 6

使用テキスト

使用機器・備品等

備考

①介護サービスの公共性と職業倫理

②利用者・家族に対する責任

③社会に対する責任

①介護における安全の確保

②事故予防安全対策

③感染対策のための基本的知識

介護職員初任者研修シラバス

研修事業者名　

３　介護の基本　　　【６時間】

○介護職に求められる専門性と職業倫理の必要性に気づき、職務におけるリスクとそ
の対応策のうち重要なものを学ぶ。
○介護を必要としている人の個別性を理解し、その人の生活を支えるという視点から
の支援方法を学ぶ。

○介護職に求められる専門性を理解する。
○介護におけるリスクに気づき、緊急対応の重要性を理解するとともに、場合によってはそれに
１人で対応とせず、サービス提供責任者や医療職と連携することの重要性を理解する。

内　　　　　　　容

①介護環境の特徴の理解

②介護の専門性

③介護に関わる職種

①健康管理とストレスマネジメント

②介護職員の労働の権利と労働法

一般財団法人　長寿社会開発センター　発行　介護職員初任者研修　第１巻

ＤＶＤを用いて説明をする場合があります。

3

3



社会福祉法人

鶴岡市社会福祉協議会

科目及び
研修時間数

特　　徴

目　　標

項　　目
研修

時間数
研修形態

介護保険制度 3 講義

医療との連携と
リハビリテーショ

ン
3 講義

障害者総合支援
制度および
その他制度

3 講義

合　　計 9

使用テキスト

使用機器・備品等

備考

①医行為と介護

②医療と介護の連携

③リハビリテーション職種との連携

介護職員初任者研修シラバス

研修事業者名　

４　介護・福祉サービスの理解と医療との連携　　　【９時間】

介護保険制度や障害者自立支援を担う一員として最低限知っておくべき制度の目的、
サービス利用の流れ、各専門職の役割・責務について学ぶ。

○介護保険制度・障がい者自立支援制度を担う一員として最低限知っておくべき制度の目的、
サービス利用の流れ、各専門職の役割・責務について学ぶ。
○「利用者の生活を中心に考える」という視点を共有し、その生活を支援するための介護保険制
度、障害者自立支援制度、その他制度のサービス位置づけや代表的なサービスを理解する。

内　　　　　　　容

①介護保険制度創設の背景及び目的、動向

②仕組みの基礎的理解

③制度を支える組織・団体の機能と役割、財源

④ケアマネジメント

①障害者福祉制度の理念

②障害者自立支援制度の仕組みの基礎的理解

③個人の権利を守る制度の概要

一般財団法人　長寿社会開発センター　発行　介護職員初任者研修　第１巻

ＤＶＤを用いて説明をする場合があります。



社会福祉法人

鶴岡市社会福祉協議会

科目及び
研修時間数

特　　徴

目　　標

項　　目
研修

時間数
研修形態

介護における
コミュニケーション 3 講義

介護における
チームのコミュニ

ケーション
3 講義

合　　計 6

使用テキスト

使用機器・備品等

備考

内　　　　　　　容

介護職員初任者研修シラバス

研修事業者名　

５　介護におけるコミュニケーション技術　　【６時間】

高齢者や障がい者のコミュニケーション能力は一人ひとり異なることと、その違いを認
識してコミュニケーションを取ることが専門職に求められていることを認識し、初任者と
して最低限取るべき、あるいは取るべきではない行動例を学ぶ。

○利用者の心理や利用者との人間関係を著しく傷つけるコミュニケーションとその理由について
考え、相手の心身機能に合わせた配慮ができるようになる。
○チームケアにおける専門職間でのコミュニケーションの有効性や重要性を理解する。

①介護におけるコミュニケーションの技法

②利用者・家族とのコミュニケーションの実際

③利用者の状況・状態に応じたコミュニケーション技術の実際

一般財団法人　長寿社会開発センター　発行　介護職員初任者研修　第２巻

ＤＶＤを用いて説明をする場合があります。

①観察、記録、情報伝達

②コミュニケーションを促す環境



社会福祉法人

鶴岡市社会福祉協議会

科目及び
研修時間数

特　　徴

目　　標

項　　目
研修

時間数
研修形態

老化に伴う
こころとからだの

変化と日常
3 講義

高齢者と健康 3 講義

合　　計 6

使用テキスト

使用機器・備品等

備考

内　　　　　　　容

介護職員初任者研修シラバス

研修事業者名　

６　老化の理解　　　【６時間】

加齢・老化に伴う心身の変化や疾病について、生理的な側面から理解することの重要
性に気づき、自らが継続的に学習すべき事項を理解する。

高齢者に多い心身の変化、疾病の病状等について、その対応における留意点から、介護におけ
る生理的側面の知識を身につける。

①老年期の発達と老化に伴う心身の変化の特徴

②老化に伴うからだの変化と日常

一般財団法人　長寿社会開発センター　発行　介護職員初任者研修　第２巻

ＤＶＤを用いて説明をする場合があります。

①高齢者の疾病と生活上の留意点

②高齢者に多い病気とその日常生活上の留意点



社会福祉法人

鶴岡市社会福祉協議会

科目及び
研修時間数

特　　徴

目　　標

項　　目
研修

時間数
研修形態

認知症を取り巻く
状況

講義

家族への支援 講義

認知症に伴う
こころとからだの
変化と日常生活

講義

医学的側面から
見た認知症の

基礎と健康管理
講義

合　　計 6

使用テキスト

使用機器・備品等

備考

①認知症の人の生活障害・心理・行動の特徴

②認知症の利用者への対応

①認知症家族介護者の現状の理解

②認知症をもつ人の声、そして家族の声

介護職員初任者研修シラバス

研修事業者名　

７　認知症の理解　　【６時間】

介護において認知症を理解することの必要性に気づき、認知症の利用者を介護する
時の判断の基準となる原則について学ぶ。

○認知症の利用者の心理や実際の行動から、介護において認知症を理解することの必要性に
気づく。
○具体的なケースを通して、認知症の利用者を介護するうえでの原則を理解する。

内　　　　　　　容

①認知症ケアの理念

①認知症の概念

②認知症の原因疾患とその病気

③原因疾患別のケアのポイントと健康管理

一般財団法人　長寿社会開発センター　発行　介護職員初任者研修　第２巻

ＤＶＤを用いて説明をする場合があります。

3

3



社会福祉法人

鶴岡市社会福祉協議会

科目及び
研修時間数

特　　徴

目　　標

項　　目
研修

時間数
研修形態

障がいの
基礎的理解 1 講義

家族の心理、
かかわり支援

の理解
1 講義

障がいの
医学的側面、
生活障害、

心理・行動の特徴、
かかわり支援等
の基礎的知識

1 講義

合　　計 3

使用テキスト

使用機器・備品等

備考

①家族への支援

介護職員初任者研修シラバス

研修事業者名　

８　障がいの理解　　【３時間】

障がいの概念とICF、障がい者福祉の基本的な考え方や介護における基本的な考え
方について学ぶ。

○介護において障がいの概念とICFを理解する。
○高齢者の介護との違いを念頭におきながら、それぞれの障がいの特性と介護上の留意点に
ついて理解する。

内　　　　　　　容

①障害の概念とＩＣＦ

②障害者福祉の基本理念

①身体障害　　　　　　 ②知的障害

③精神障害　　　　　　 ④強度行動障害

⑤難病

一般財団法人　長寿社会開発センター　発行　介護職員初任者研修　第２巻

ＤＶＤを用いて説明をする場合があります。



社会福祉法人
鶴岡市社会福祉協議会

研修
時間数

研修形態

介護の基本的な
考え方 2 講義

介護に関するこころ
のしくみの基礎的

理解
4 講義

介護に関する
からだのしくみの

基礎的理解
4 講義

小計 10

講義

見学

講義

演習

見学

講義
・

演習

実習（見学）

講義

演習

実習（見学）

内　　　　　　　容

科目及び
研修時間数

特　　徴

目　　標

項　　目

研修事業者名　

９　こころとからだのしくみと生活支援技術　　　【７５時間】

○介護技術の根拠となる人体の構造や機能に関する知識を習得し、安全な介護サー
ビスの提供方法等を理解し、基礎的な一部または全介助等の介護について学ぶ。
○尊厳を保持し、その人の自立及び自律を尊重し、持てる力を発揮してもらいながら
その人の在宅・地域等での生活を支える介護技術や知識を習得する。

○介護実践に必要なこころとからだのしくみの基礎的な知識を学び、具体的な身体の名前の
名称や機能等が列挙できるようになる。
○利用者にとっておの生活の充足を提供し、かつ、不満足を感じさせない技術を習得する。
○「死」に向かう生の充実と尊厳ある死について考えることができるようになる。

介護職員初任者研修シラバス

基
礎
知
識
の
学
習

①高齢者の心理
②自己実現と生きがいづくり

①人体の名称とはたらき
②運動動作に関する基礎知識
③神経系に関するからだのしくみ
①バイタルチェック

①家事と生活の理解
②家事援助に関する基礎知識と生活支援

①介護の基本的考え方
②重度化防止の視点

①住環境整備

現場見学

生活と家事

現場見学

2
見学含まず

生
活
支
援
技
術
の
講
義
・
演
習

現場実習で支援体験・見学

整容に関する支援の基礎知識
≪福祉用具を使用しての演習≫3

実習含まず

整容に関するこころ
とからだのしくみと
自立に向けた介護

移動に関するこころ
とからだのしくみと
自立に向けた介護

移動に関する支援の基礎知識

現場実習で支援体験・見学

快適な居住環境整
備と介護

5
見学含まず

福祉用具に関する留意点と支援方法
≪福祉用具を使用しての演習≫

移動に関する技術支援の留意点と支援方法
≪福祉用具を使用しての演習≫8.5

実習含まず



講義
・

演習

実習（見学）

講義
・

演習

実習（見学）

講義

演習

実習（見学）

講義
・

演習

実習（見学）

死にゆく人に関す
る

こころとからだのし
くみと終末期介護

2.5 講義

小計 55

介護過程の
基礎的理解 2 講義

総合生活支援技術
演習 8 演習

小計 10
７５時間

備考

一般財団法人　長寿社会開発センター　発行　介護職員初任者研修　第３巻

ＤＶＤを用いて説明をする場合があります。
演習内容に応じて、福祉用具等を用いて行います。

演習・実習内容に応じて、各個人で準備持参する必要がある場合があります（タオル・
動きやすい服装・エプロン・内ズック・歯ブラシ・その他）。事前にお知らせしますので、
当日持参してきてください。
施設実習及び見学を行うにあたり、事前にオリエンテーション（上記時間外）を行いま
す。

食事に関する支援の基礎知識
≪食事介助の演習の実施≫

睡眠に関する支援の基礎知識
≪シーツ交換等の演習の実施≫

現場実習での支援体験・見学

①老いと衰えの理解とその反応
②ターミナルケアの実際

睡眠に関するこころ
とからだのしくみと
自立に向けた介護

①介護過程の基礎的理解
②介護過程の展開の実際

≪演習①≫要介護者(要介護１)への援助
≪演習②≫要支援者(要介護３)への援助

使用テキスト

使用機器・備品等

5
実習含まず

4
実習含まず

合計時間

生
活
支
援
技
術
演
習

生
活
支
援
技
術
の
講
義
・
演
習

　※講義・演習…３７時間　+　実習・見学…１８時間

現場実習での支援体験・見学

現場実習で支援体験・見学

食事に関するこころ
とからだのしくみと
自立に向けた介護

入浴と清潔保持に
関するこころとから
だのしくみと自立に

向けた介護

排泄に関するこころ
とからだのしくみと
自立に向けた介護

排泄に関する技術支援の留意点と支援方法
≪福祉用具を使用しての演習≫

入浴と清潔保持に関する支援の基礎知識
≪福祉用具を使用しての演習≫

現場実習で支援体験・見学

3
実習含まず

４
見学含まず

排泄に関する支援の基礎知識



社会福祉法人

鶴岡市社会福祉協議会

科目及び
研修時間数

特　　徴

目　　標

項　　目
研修

時間数
研修形態

1 実習（見学）

2 講義

就業への備えと
研修終了後にお
ける継続的な研

修

1 講義

合　　計 4

使用テキスト

使用機器・備品等

備考

振り返り

実習を通して学んだことや考えたことの振り返り

①学習到達度の振り返り

①質の向上と人材育成
②キャリア段位制度と介護技術評価
③事業所等における実例に学ぶ

一般財団法人　長寿社会開発センター　発行　介護職員初任者研修　第３巻

内　　　　　　　容

介護職員初任者研修シラバス

研修事業者名　

10　振り返り　　【４時間】

○研修全体を振り返り、本研修を通じて学んだことについて再確認を行うとともに
   就業後も継続して学習・研鑽する姿勢の形成、学習課題の認識をはかる。

○在宅・施設のいずれの場合も「利用者の生活の拠点に共にいる」という意識をもち、その要点
　 を再確認する。
○修了後に何を継続的に学習すべきかを理解できるように促す。





電話番号 FAX番号

〒997-1123

鶴岡市友江町２３番１４号

〒997-0862

鶴岡市ほなみ町３番１号

〒999-7463

鶴岡市三瀬字菖蒲田６７番地１

〒997-0045

鶴岡市西新斎町１４番２６号

鶴岡市高齢者福祉センターおおやま

（デイサービス部門）

鶴岡市高齢者福祉センターおおやま

（特養・短期入所部門）

〒997-0346

鶴岡市上山添字成田２１番地９

〒997-0862

鶴岡市ほなみ町３番１号

〒999-7463

鶴岡市三瀬字菖蒲田６７番地１

〒997-0045

鶴岡市西新斎町１４番２６号

（鶴岡ふれあいプラザかたりあい内）

〒997-1124

鶴岡市大山三丁目３４番１号

〒997-0346

鶴岡市上山添字成田２１番地９

〒997-7462

鶴岡市三瀬字菖蒲田64番2号
グループホーム　はちもり 64-0122 73-3955 上野眞由美

訪問介護事業所　おおやまサテライト 38-0255 38-0256 加藤美穂

訪問介護事業所　くしびきサテライト 57-5080 57-5082 井上智佳

訪問介護事業所　とようらサテライト 38-8155 73-3870 佐藤美和

訪問介護事業所　ふれあいサテライト 64-0315 29-1781 金内夏子

デイサービスセンターくしびき 57-5080 57-5082 大沼美穂

訪問介護事業所　なえづサテライト 25-9265 25-9277 太田庸子

デイサービスセンターふれあい 29-0370 24-1140 成澤留美

38-0255 38-0256 佐藤照実
〒997-1124

鶴岡市大山三丁目３４番１号
38-0250 38-0251 渡部　最

地域福祉センターなえづ 25-9255 25-9277 五十嵐美紀

デイサービスセンターとようら 38-8155 73-3870 土岐正史

デイサービスセンターたかだて 33-0833 33-0854 佐々木ゆかり

協力実習期間の名称・所在地・概要等

施設名
市外局番：0235

所在地 実習担当者

https://www.shk01.jp/facility/day-service-takadate/
https://www.shk01.jp/facility/naedu/
https://www.shk01.jp/facility/day-service-toyoura/
https://www.shk01.jp/facility/day-service-hureai/
https://www.shk01.jp/facility/ewc-ooyama/
http://www.shk01.jp/office/day-service-ooyama/
https://www.shk01.jp/facility/ewc-ooyama/
https://www.shk01.jp/facility/senh-ooyama/
https://www.shk01.jp/facility/day-service-kushibiki/
https://www.shk01.jp/jigyo/jigyo2-4/
https://www.shk01.jp/jigyo/jigyo2-4/
https://www.shk01.jp/jigyo/jigyo2-4/
https://www.shk01.jp/jigyo/jigyo2-4/
https://www.shk01.jp/jigyo/jigyo2-4/
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	研修機関が公表すべき情報一覧【ＨＰへの掲載】
	★①　学則
	2日程
	★③　費用(付表)
	★④　科目別シラバス
	5科目別
	★⑥　実習施設
	7講師

